
書式第 12号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 4年度 事 業 報 告 書

生定上営」二動塗人□陛言壺壺量」L生曇za■蟹五■全

1 事業の成果

令和 4年度は、第 19回国際言語学オリンピック (令和 4年 7月 マン島にて開催)について、広報、

公募及び準備講習を行い、高校生 2チーム7名 を派遣した。個人戦で最優秀解答賞 1つ、金賞 2つ、銅

賞 1つ、努力賞 3つを、団体戦で銀賞 1つ (世界 3位 )、 銅賞 1つ (世界4位)を獲得した。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 4480 】千円)

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

学術、文化、
スポーツ等の
振興 を支援す
る事業

第 19回国際言語学オ リ
ンピックに向けて、7名 の
代表を選出し、大会に臨ん
だ。

7月 24日

～30日

府中市

マン島
主に 3名

主に中高

生
7名 4480

学術 、文化、
スポーツ等の
振興 を支援す
る事業

次年度の国際言語学オ リ
ンピックに向けて、参加者
の公募を行い、国内大会を
オンラインで実施 した。

12月  29

日

オ ン ライ

ン
10名

主に中高

生
605:名 0



書式第 13号 (法第28条関係)

令和 4年度 活動計算書 (そ の他事業がない場合 )

事 業 報 告 用

特定非曽利活働菫人□暉
=籠

学オリンピック日本晏員会

科 目 小計・合計金  饉

0

5.247.660
5,247,660

12

12

学術、文化.ス ポーツ等の振興を支援する事業

【A

2

1 受取会■
正会員受取会,
賛助会員受取会,

5 その他の収菫

受取利息

受取寄附金

施設等受入評価益

3 受取助咸全●
受取補助金

5.247.672

0

4.480,731

0

0

0

4.430.731

4.400.731

0

饉 常 費 用 計 4 480 731

①当 麟 絆 管 増 ユ 1饉 【A】 ― 【B】 766.94:

【C

経 常 外 収 ● 計

0

【D 鸞  外 用

経 常 外 費 用 計
0②当 翔 塁 常 外 増 滅 饉 【C】 ― 【0】

.塵
増

"口
①+② … Ю 766.041

1.004 014

70.000

0
法人棧.住民税及び事業税

前 正味財

1_701_255

税 ヨ1 当

給料手当

役員報酬

退職給付費用

福利厚生費

(1,

会議費

旅費交通費

施設等評価費用

減価償却費

印刷製本費

(2)そ

役員報酬

給料手当

退職給付費用

福利厚生費

消耗品質

水道光熱費

通信運搬費

地代家賃

旅費交通費

減価償却費

(2)そ

固定贅産売却益

過年度損益修正益

固

災害損失



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 4年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人目瞭言語学オリンピック日本委員会

金  額 小計・合計科 目

696,941

606.941

【A

696,941現金預金

(1)有形固定責産

(2)無形固定資産

(3)投資その他の資産

の

1

2

696.941①+②【A】 資 産 合 計

の

計

2

負

1

合 計

B-1

1,004,314

696,941

1.701.255

【B-2 正 味 財 産 の 部

正 味 財 産 合 計

1,701,255【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
定固

司ヨπ¬

L饉合計 ・・・④



16 法 28

令和 4年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人国際言幅学オリンピック日本委員会

重要な会計方針

計算書類の作成は、順0法人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日 最終改正 NPO法人会計基準協議会)

によつています。
(1)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

2. 事業別損益の状況

円

科 目 学術、文化、スポーツ等の振興を支援する事業 管理部門 合 計

5,247,660

5,247,660 5,247,660

4,480,731

4,480,7314,480,731

4,480,7314,480,731

766,929766,929

I 経常収益
1 受取会費
2 受取寄附金
3 受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益

経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費

給料手当

役員報酬

退職給付費用

福利厚生費

人件費計
(2)その他経費

会議費

旅費交通費

施設等評価費用

減価償却費

印刷製本費

その他経費計

経常費用計

当期経常増減額



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和 4年度 財産目録

事 業 報 告 用

特定,8■居

"法

人口暉8日学オリンピックロネ晏員会

“

目 全  ■ 4ヽ  訃 :合  計

1.701,255

1.701.255

l.701,255

l.701.255

0

0

0

(2)●移固定彙産

(3),貴その他の■産

A

1

υ□(1)

凛金預
1●友銀行普通預金

2 固定貴産

: 1.7● 1.255【A】 資 産 合 計 ①+②

0

0

の-1

1

【B-1】 負 ■ 合 計 ③十④ 0

: ■701.255【B-2】 正 味 財 産 合 計 :A】 ―

“

-1】

産  の 日

| ■ 1



書式第 18号 (法 第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 4年度年間役員名簿 (前事案年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前●彙年度における報目の有彙を配載した名暉)

宣菫」L塑団量璽墜2⊆璧目董」菫左匹生L22E墜三屋塗

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ)

氏   名

前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該 当者のみに記入)

カザマ シンジロウ

風間 伸次郎

令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年  月  日

年 月 日

(奎)監事
イイダ ジュン

飯田 純

令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

理事く轟)
I )j )\ 1)\)v Y =t

中原 晴彦

令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年   月 日

日年 月

〇 鑑 事

マ ツオ タクル

松尾 健

令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年 月

月

日

日年

5 廼曇)監事
ヤマダ ヨウヘイ

山 田 洋平

令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年  月  日

年   月   日

6 (憂〉監事
コバヤシ ツ ヨシ

小林 剛 士

令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年 月

月

曰

日年

7 ⊂)監事
オカモ ト サ キ

岡本 沙紀

令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

8 廼曇)監事
サトウ カズネ

佐藤 和音

令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年  月  日

年 月 日

(曇)監事
タカハ ン ツバサ

高橋 翼

令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

■:   月   日

年  月  日

10 〇 監事

オオセ タクミ

大勢 拓実

令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年 月

月

日

日年

〇
・ 監事



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

11 〇
・監事

ヤマザキ タカユキ

山崎 貴之

令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

12 〇
・監事

モ リニシ リオン

森 西 理 温

令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年

年

月

月

日

日

13 ∈)・ 監事
, '? )l :L ユウキ

熊谷 勇輝

令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年

年

月   日

月   日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

特定非営利活動法人国際言語学オリンピック日本委員会

氏   名

1

風間 伸次郎

2

飯田 純

3

中原 晴彦

4

松尾 健

5

山田 洋平

6

小林 日1士

7

岡本 沙紀

8

佐藤 和音

9

高橋 翼

10

大勢 拓実

11

山崎 貴之

12

森西 理温



13

熊谷 勇輝




